
広報渉外委員会　事業計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事：遠　藤　智　大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：荒　井　要　雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長：黒　澤　利　道

【委員会主旨】
[bookmark: _GoBack]　私たちの住まうやまがたには豊かな自然と美しい環風景、歴史・文化、おもてなしの心など多くの魅力が存在します。また、山形青年会議所創立以来、魅力あふれる運動を展開してきました。より多くの魅力を市民・国内外のメンバーに伝え認知された組織を目指し、これまで諸先輩が築いてきた歴史を振り返り、現状を見つめ、メンバーの成長に繋がる機会を創出し、山形ＪＣの事業を市民・国内外のメンバーへ発信していく必要があります。
まずは、山形青年会議所がより地域に認知された市民意識変革団体となるために、私たちの運動を広く市民・関係団体、国内外のメンバーへ広報活動を行います。また、山形青年会議所の活動を次代に伝え今後の運動をより進化させるために、山形ＪＣの活動を積極的に取材し記録管理を行います。さらに、「修練・奉仕・友情」を学び得る各種大会の場へ多くのメンバーと参加するために、早期の情報提供と登録の案内を実行していきます。そして、各地で活躍する出向者が能力を存分に発揮し、メンバー同士の交流から絆をより深める機会を創出するために、出向者支援活動を行います。さらに、国内外の同志との交流から観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡの実現に結びつけるために、やまがたの魅力を発信する機会を創出します。また、山形青年会議所の活動を効果的に市民・関係団体、国内外のメンバーへ伝える手法を学び、今後の運動をより進化させるために、広報活動に関する例会設営を行います。そして、我々の代表として各地で活躍している出向者の活動や知り得た体験、魅力をメンバーに伝えるために、今後の出向につながる出向者報告会を設営します。
やまがたの魅力を効果的に国内外へ発信し多くの機会から個人・ＬＯＭの資質向上に繋げ継続的に進化する活動を形成していきます。そして、未来を見据えた志高いＪＣ運動が地域社会と共に発展進化していくことで、「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。

【常任理事意見】
これまで志高き先達が連綿と築き上げてきた山形青年会議所の歴史と伝統を継承し、より影響力のある組織へと進化させるために、私たちの「思い」を大切に、広く活動を発信していきます。また、渉外活動をとおして、やまがたの魅力を発信するだけではなく、多くの方々との「ご縁」を実感出来るよう、おもてなしの心を持って活動してまいります。
